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一般質問（要旨）

新利根川でのミズヒマワリの試験的除去

今後の活用が期待されるＪ－ＰＡＲＣ
（写真提供：ＪＡＥＡ／ＫＥＫ　Ｊ－ＰＡＲＣセンター）

国際ロボット展で立地情報などをＰＲ

　第２回定例会での一般質問の模様は、議会ホー
ムページの録画中継で常時ご覧になれます。ま
た、質問内容（全文）は、８月下旬ごろホームペー
ジの会議録検索システムに掲載予定です。
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お知らせ

佐
藤
光
雄
議
員
（
民
主
党
）　

人
口

は
地
域
活
力
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ

り
、
総
人
口
の
減
少
す
る
中
、
地
域

間
競
争
に
打
ち
勝
ち
、
本
県
県
勢
の

一
層
の
発
展
を
図
る
上
で
、
一
定
の

定
住
人
口
と
地
域
を
支
え
る
人
材
の

確
保
が
重
要
で
あ
る
。
今
後
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
進
め
る
の
か
。

知
事　

ま
ず
は
雇
用
の
場
の
確
保

が
重
要
で
あ
り
、
企
業
誘
致
や
産
業

人
材
の
育
成
、
観
光
や
農
業
の
振
興

な
ど
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
魅
力

的
で
快
適
な
住
環
境
の
創
出
や
、
大

学
生
な
ど
の
県
内
企
業
へ
の
就
職
支

援
、
研
究
者
な
ど
国
内
外
か
ら
の
人

材
の
集
積
に
取
り
組
み
、
元
気
で
住

み
よ
い
地
域
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く
。

議
員　

高
卒
者
の
就
職
が
非
常
に

厳
し
く
な
っ
て
い
る
一
方
、
離
職
率

も
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
子
ど

も
た
ち
が
働
く
こ
と
の
厳
し
さ
を
身

に
付
け
、
社
会
人
、
職
業
人
と
し
て

自
立
し
て
い
け
る
よ
う
、
発
達
段
階

に
応
じ
た
系
統
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
推
進
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
産

業
界
な
ど
と
の
連
携
も
欠
か
せ
な
い

が
、
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

特
に
普
通
科
高
校
に
お
い

て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
充
実
な
ど

に
よ
り
、
勤
労
観
や
職
業
観
の
育
成

を
促
進
し
、
併
せ
て
基
礎
学
力
や
マ

ナ
ー
の
向
上
に
も
努
め
る
。
県
と
し

て
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
と
と
も

に
、
産
業
界
な
ど
と
の
協
議
の
場
を

数
多
く
設
け
、
高
校
生
の
就
職
支
援

に
全
力
で
取
り
組
む
。

議
員　

働
く
女
性
が
増
加
す
る
中
、

共
働
き
世
帯
の
子
ど
も
の
受
け
皿
と

な
る
保
育
所
の
整
備
は
極
め
て
重
要

で
あ
る
。
待
機
児
童
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、
県
で
は
保
育
所
な
ど
の
重
点

的
な
整
備
を
行
っ
て
い
く
と
の
こ
と

本
県
活
力
向
上
へ
の
取
り
組
み
は

雇
用
の
場
の
確
保
な
ど
に
努
め
る

小
林
靖
男
議
員
（
自
由
民
主
党
）　

特
定
外
来
生
物
「
ミ
ズ
ヒ
マ
ワ
リ
」

が
新
利
根
川
流
域
で
大
発
生
し
て
お

り
、
生
態
系
や
農
業
・
漁
業
へ
の
悪

影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
県
で
は

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
の

か
伺
う
。

生
活
環
境
部
長　

昨
年
度
は
、
新

利
根
川
流
域
で
の
ミ
ズ
ヒ
マ
ワ
リ

の
分
布
状
況
な
ど
を
調
査
す
る
と
と

も
に
、
効
率
的
な
除
去
方
法
な
ど
を

確
認
す
る
た
め
試
験
的
除
去
に
取
り

組
ん
だ
。
今
年
度
も
、
引
続
き
試
験

的
除
去
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
県
や

地
元
市
町
、
関
係
機
関
の
役
割
分
担

の
明
確
化
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
、
対
策
の
推
進
に
努
め
る
。

議
員　

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策

が
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
こ
れ

ま
で
進
め
て
き
た
集
落
営
農
や
転
作

へ
の
意
欲
低
下
、
農
地
の
貸
し
は
が

し
な
ど
の
問
題
が
懸
念
さ
れ
る
。
本

事
業
に
対
す
る
県
の
対
応
は
。

知
事　

需
要
に
見
合
っ
た
米
作
り
を

進
め
る
観
点
か
ら
加
入
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
指
摘
の
よ
う
な
問
題

を
懸
念
す
る
声
も
あ
り
、
転
作
作
物

に
つ
い
て
は
県
や
市
町
村
で
の
助
成

金
の
加
算
に
よ
る
激
変
緩
和
措
置
を

講
じ
た
。
今
後
も
実
態
把
握
に
努
め

て
現
場
の
様
々
な
声
を
国
に
伝
え
、

よ
り
良
い
制
度
が
実
施
で
き
る
よ
う

働
き
か
け
て
い
く
。

議
員　

介
護
施
設
で
は
、
こ
の
就
職

難
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
手
不
足
が
続

い
て
い
る
。
重
労
働
の
割
に
賃
金
が

低
い
こ
と
が
主
な
原
因
で
あ
り
、
介

護
施
設
で
働
く
職
員
の
処
遇
改
善
へ

の
支
援
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
。

保
健
福
祉
部
長　

昨
年
十
月
か
ら
月

一
万
五
千
円
の
賃
上
げ
に
相
当
す
る

資
金
を
事
業
者
に
交
付
し
て
お
り
、

特
定
外
来
生
物「
ミ
ズ
ヒ
マ
ワ
リ
」対
策
は

引
き
続
き
試
験
的
除
去
に
取
り
組
む

森
田
悦
男
議
員
（
自
由
民
主
党
）　

圏
央
道
沿
線
の
産
業
的
潜
在
能
力
が

高
ま
る
中
、経
済
活
性
化
策
と
し
て
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
、
自
動
車
関

連
な
ど
産
業
集
積
に
よ
る
企
業
誘
致

を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
の

よ
う
な
戦
略
を
立
て
て
い
く
の
か
。

知
事　

首
都
圏
各
地
域
と
の
ア
ク
セ

ス
の
良
さ
や
周
辺
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
状
況
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
す

る
と
と
も
に
、
港
湾
や
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
、
つ
く
ば
の
研
究
機
能
な
ど
の
優

れ
た
地
域
特
性
を
活
か
し
、
不
況
に

強
い
医
薬
品
や
食
料
品
を
は
じ
め
、

自
動
車
関
連
産
業
や
ロ
ボ
ッ
ト
関
連

産
業
な
ど
の
誘
致
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

公
費
助
成
が
一
部
の
自
治
体

で
進
む
子
宮
頸（
け
い
）が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
だ
が
、
ま
ず
は
国
と
し
て
、

そ
の
有
効
性
を
検
証
し
た
上
で
、
国

の
財
源
借
置
に
よ
り
、
学
校
で
の

集
団
接
種
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
企
業
誘
致
は

ア
ク
セ
ス
の
良
さ
や

既
存
の
産
業
集
積
な
ど
を
活
か
し
推
進

が
、
ワ
ク
チ
ン
の
普
及
の
所
見
は
。

保
健
福
祉
部
長　

ワ
ク
チ
ン
の
予

防
効
果
は
50
〜
70
％
に
と
ど
ま
り
、

持
続
性
も
現
段
階
で
は
不
明
で
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
接
種
し
た
場
合

で
も
が
ん
検
診
受
診
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。
県
と
し
て
は
、
国
の
予

防
接
種
事
業
見
直
し
の
推
移
を
見

守
り
な
が
ら
、
市
町
村
へ
の
情
報
提

供
や
講
習
会
の
開
催
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
活
用
な
ど
を
通
し
、
20
％
台
と

低
い
子
宮
が
ん
検
診
の
受
診
率
向

上
に
も
努
め
て
い
く
。

議
員　

市
町
村
の
行
財
政
基
盤
の

強
化
手
法
と
し
て
市
町
村
合
併
は

有
効
で
あ
り
、
県
は
第
二
弾
の
合
併

を
推
進
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
基

礎
自
治
体
の
適
正
な
規
模
や
数
、
中

核
都
市
の
設
置
の
考
え
方
な
ど
、
新

た
な
市
町
村
合
併
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

知
事　

平
成
の
大
合
併
後
も
市
町

村
が
社
会
情
勢
変
化
に
対
応
す
る

た
め
合
併
は
な
お
有
効
な
一
手
段
。

ま
た
水
戸
周
辺
と
県
南
地
域
に
二

大
中
核
拠
点
都
市
を
形
成
し
、
政
令

指
定
都
市
へ
の
移
行
を
視
野
に
入

れ
、
未
来
の
い
ば
ら
き
づ
く
り
に
取

り
組
み
た
い
。
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
は
、
現
在
合
併
の
具
体
的
な
動
き

が
な
い
た
め
考
え
て
い
な
い
が
、
自

主
的
に
進
め
よ
う
と
す
る
地
域
が

出
て
き
た
場
合
に
は
、
積
極
的
に
支

援
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
児
童
虐
待
の
防
止
、
学

力
の
向
上
な
ど
も
質
問
）

だ
が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

保
健
福
祉
部
長　

保
育
所
新
設
は

も
と
よ
り
、
分
園
設
置
や
特
定
保

育
の
促
進
な
ど
、
本
県
独
自
の
施
策

に
加
え
、
家
庭
的
保
育
事
業
の
実
施

促
進
な
ど
、
保
護
者
の
多
様
化
す
る

就
労
形
態
や
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、
待
機

児
童
解
消
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組

む
。

（
ほ
か
に
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、

高
齢
者
な
ど
の
交
通
事
故
防
止
対
策

な
ど
も
質
問
）

84
％
の
事
業
所
か
ら
申
請
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
雇
用
対
策
と
し
て
実

施
し
て
い
る
福
祉
・
介
護
職
員
確
保

特
別
対
策
事
業
で
は
、
昨
年
度
は
百

八
十
五
名
が
新
規
雇
用
さ
れ
、
一
年

間
の
雇
用
期
間
が
経
過
し
た
三
十
名

の
う
ち
二
十
七
名
が
継
続
雇
用
さ
れ

た
。
今
年
度
は
採
用
枠
を
四
百
名
に

拡
大
し
て
実
施
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
県
道
美
浦
栄
線
バ
イ
パ

ス
整
備
の
状
況
、
学
校
図
書
館
の
充

実
と
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
な

ど
も
質
問)


